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9月12日に一松小2年生、5年生は、5月に田植えをした鈴木正雄さん（大坪西部）
の田んぼで稲刈の体験学習を行ないました。
慣れないカマに四苦八苦していた児童も刈り終えた稲を見て、大変満足そうでし

た。

No.300

豊作！

広 報 長生村のホームページ　http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html
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健康コーナー

みみ んん ななのの

笑顔笑顔

ゴミの出し方、ルールを守っていますか

未未未未来来来来にににに残残残残すすすす水水水水環環環環境境境境ををををつつつつくくくくるるるる下下下下水水水水道道道道

6 合併問題を考える（七）

長生村のホームページ
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html

長生村50周年
昭和28年11月３日に

長生村が誕生して、今年で

50周年を迎えます。10月12日に

50周年記念村民体育祭を

尼ヶ台総合公園で

開催します。
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最
近
、
ご
み
集
積
所
に
出
せ

な
い
ご
み
を
出
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
処
理
に
困
っ
て
い
る
も

の
と
し
て
は
、
車
の
部
品
（
バ

ッ
テ
リ
ー
や
タ
イ
ヤ
）、
オ
ー
ト

バ
イ
、
建
築
廃
材
（
ブ
ロ
ッ
ク
）、

家
電
４
品
目
（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
）、
パ

ソ
コ
ン
（
10
月
１
日
か
ら
対
象
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
茂
原
市
の
燃
え
る
ご

み
袋
（
黄
色
）
や
コ
ン
ビ
ニ
袋

な
ど
で
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は

野
焼
き
は

厳
禁
で
す
！

収
集
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
気
を
付

け
て
下
さ
い
。

ご
み
を
出
す
前
に
も
う
一
度

「
平
成
15
年
度
版
　
ゴ
ミ
と
資
源

の
分
け
方
・
出
し
方
」（
ご
み
の

カ
レ
ン
ダ
ー
）
を
確
認
し
て
、
出

し
方
の
わ
か
ら
な
い
場
合
は
下
水

環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。ま

た
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
や
ご
み
集
積
所
に
出
せ
な
い
ご

み
を
出
し
て
い
る
現
場
を
見
た
人

は
、
下
水
環
境
課
で
指
導
し
ま
す

の
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

集
積
所
は
、
そ
の
地
域
の
利
用

す
る
人
で
清
掃
管
理
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
利
用
し
て
い
る

み
ん
な
が
困
る
の
で
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
快
適
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

木
く
ず
、
紙
く
ず
、
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
廃
棄
物
を
そ

の
ま
ま
積
み
上
げ
て
燃
や
し
た

り
、
穴
を
掘
っ
て
燃
や
し
た
り

す
る
こ
と
を
「
野
焼
き
」
と
い

い
ま
す
。
平
成
14
年
12
月
１
日

か
ら
「
廃
棄
物
処
理
法
」
の
改

正
に
伴
い
、
焼
却
設
備
（
許
可

を
受
け
た
も
の
）
を
使
わ
ず
に

野
焼
き
を
行
う
こ
と
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は
、
不
完
全
燃
焼
に

よ
る
一
酸
化
炭
素
や
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
の
発
生
、

ば
い
煙
に
よ
る
人
や
樹
木
な
ど

へ
の
被
害
、
火
災
の
危
険
な
ど

が
あ
る
こ
と
か
ら
法
律
に
定
め

ら
れ
た
焼
却
設
備
を
用
い
て
焼

環
境
の
た
め

今
で
き
る
こ
と

却
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
川
の
堤
防
や
排
水
路
の

土
手
な
ど
に
焼
却
炉
、
ド
ラ
ム
缶

な
ど
を
置
い
て
ご
み
の
焼
却
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
ま
す
。

多
大
な
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
焼
却
炉
な
ど
は
速
や
か
に
撤

去
し
、
燃
え
る
ご
み
袋
（
青
色
）

を
使
用
し
て
各
集
積
所
に
適
正
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
下
水
環
境
課
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
32
）
２
４
９
４

ゴミの出し方ゴミの出し方

ルールを守っていますか？ルールを守っていますか？

指定の袋で捨てましょう！

だれが捨てるの？

やめましょう！野焼き

こんなゴミの処理は違法です
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下
水
道
を
利
用
す
る
と
、
各
家
庭

や
事
業
所
か
ら
の
汚
水
を
水
路
や
側

溝
に
流
さ
ず
直
接
下
水
道
管
に
流
す

こ
と
に
よ
り
、
汚
水
が
原
因
と
な
る

悪
臭
や
ハ
エ
や
蚊
の
発
生
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
汚
水
は
、
最

終
的
に
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
と
な

り
、
川
や
海
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
下
水
道
は
、
未
来
に

つ
な
ぐ
水
質
の
保
全
に
有
効
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
供
用
の
開
始

さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
は
、
事
業
経

営
の
健
全
化
と
将
来
に
つ
な
げ
る
快

適
な
水
環
境
を
保
つ
た
め
、
で
き
る

だ
け
早
期
の
接
続
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

未未未未 来来来来 にににに 残残残残 すすすす
水水水水環環環環境境境境をををを つつつつくくくくるるるる
下下下下 水水水水 道道道道 ！！！！

こ
れ
か
ら
の

下
水
道
事
業

み
ん
な
が
快
適
に

使
う
た
め
に

●
油
を
大
量
に

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

処
理
場
へ
流
入
し
た
汚
水
は
、
た

く
さ
ん
の
微
生
物
に
よ
り
分
解
さ
れ

て
浄
化
し
ま
す
。
油
に
よ
り
膜
が
で

き
微
生
物
が
酸
欠
状
態
に
な
る
と
、

効
率
的
な
汚
水
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

古
く
な
っ
た
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
は
凝

固
剤
で
固
め
る
な
ど
し
て
適
正
に
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

●
屋
外
の
手
洗
い
は雨

水
対
策
を
！

村
の
下
水
処
理
は
雨
水
を
流
入
さ

せ
な
い
「
分
流
式
」
の
方
法
を
と
っ

て
い
ま
す
。

屋
外
の
手
洗
い
に
は
屋
根
を
つ
け

て
い
た
だ
く
か
、
栓
を
設
け
る
な
ど

し
て
雨
水
が
混
入
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

●
宅
内
排
水
設
備
の清

掃
に
つ
い
て

最
近
、
既
に
供
用
を
開
始
し
た
地

域
を
ま
わ
っ
て
宅
内
の
排
水
設
備
の

清
掃
を
す
る
と
い
う
業
者
が
い
ま
す
。

宅
内
の
排
水
設
備
は
、
村
の
指
定

店
に
よ
り
工
事
基
準
に
基
づ
い
て
施

工
さ
れ
て
お
り
、
頻
繁
な
清
掃
は
必

要
と
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
清

掃
を
必
要
と
す
る
場
合
で
も
、
宅
内

排
水
設
備
の
工
事
を
し
た
指
定
店
に

ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
が
で
き

ま
す
。
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●水洗便所等改造資金融資のあっせんと利子補給
村では公共下水道に接続することを目的として、供用開始

後３年以内にトイレを改造する工事や、接続のための工事費

用及び排水設備工事の改造資金についての融資あっせんと利

子補給を行なっています。

条件については次のとおりです。

◇対象となる融資あっせん額
対象工事１件につき５万円以上40万円以内

◇償還期間
36カ月以内　元利均等　月賦償還

◇利子補給の対象
改造資金融資額の利子（利子補給金として交付）

※金融機関の事前審査により申請者が必ずしも受けられると

は限りませんのでご了承ください。

詳細については、下水環境課へお問い合わせください。

◇下水環境課　　　　　　　　　　　　　　　　　32-2494

下
水
を
き
れ
い
な
水
に
す
る
た
め

に
、
処
理
費
や
下
水
道
施
設
の
維
持

管
理
費
と
し
て
み
な
さ
ん
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
料
金
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
一
般
的
な
家
庭
の
１
カ
月

当
り
の
平
均
使
用
量
が
26
m3
で
す
の

で
、
金
額
に
す
る
と
、
水
道
水
の
み

使
用
の
場
合
に
は
次
の
よ
う
な
計
算

に
な
り
ま
す
。

１
、
０
０
０
円

…
基
本
料
金

＋

１
２
０
円
×
10

…
11
〜
20
m3

＋

１
４
０
円
×
６

…
21
〜
26
m3

＝

３
、
０
４
０
円

公共下水道のしくみ 公
共
桝
か
ら
は

村
が
管
理
し
ま
す

下
水
道使

用
料
と
は
？

公
共
桝

取付管
排水管

雨
ど
い台

　
所風呂

洗　面
トイレ通

気
口

本　管

村が維持・管理個人が維持・管理

加
入
の
際
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
「
公
共
桝
」
か
ら
は
村
が

管
理
い
た
し
ま
す
。
不
具
合
が
発
生

こ
れ
に
消
費
税
を
加
え
た
３
、
１

９
２
円
が
料
金
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
下
水
道
に
加
入
す

る
と
合
併
浄
化
槽
の
維
持
管
理
の
料

金
か
ら
比
べ
て
も
安
い
料
金
で
、
快

し
た
場
合
は
下
水
環
境
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

●
こ
れ
か
ら
接
続
を

お
考
え
の
ご
家
庭
へ

宅
内
の
排
水
設
備
工
事
は

指
定
工
事
店
で

公
共
桝
か
ら
宅
内
の
排
水
工
事
は
、

村
条
例
な
ど
で
設
備
の
基
準
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
長
生
村
指
定

の
工
事
店
で
な
け
れ
ば
施
工
が
で
き

ま
せ
ん
。

村
で
は
指
定
店
の
あ
っ
せ
ん
は
出

来
ま
せ
ん
が
、
指
定
を
受
け
て
い
る

事
業
者
の
紹
介
は
い
た
し
ま
す
。
ど

こ
へ
依
頼
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
場

合
は
、
下
水
環
境
課
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

◇
下
水
環
境
課

（
32
）
２
４
９
４

こんな制度もあります

適
な
生
活
が
お
く
れ
ま
す
。

な
お
、
使
用
料
の
算
定
に
つ
い
て

は
宅
内
排
水
設
備
工
事
の
設
置
検
査

日
を
以
っ
て
起
算
日
と
し
ま
す
が
、

接
続
日
に
応
じ
さ
か
の
ぼ
っ
て
計
算

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

料
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
業
務
委

託
し
て
い
る
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◇
株
式
会
社
　
東
計
電
算茂

原
営
業
所

茂
原
市
茂
原
１
５
７
０
‐
２

（
27
）
３
８
８
８
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合
併
問
題
を
考
え
る
（
七
）

●
合
併
協
議
会

長
生
郡
市
合
併
協
議
会
は
、
地
方
自
治

法
第
２
５
２
条
の
２
第
１
項
及
び
市
町
村

の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第

１
項
の
規
程
に
よ
り
設
置
し
た
協
議
会
で

す
。
こ
こ
で
は
、
合
併
の
是
非
を
含
め
て

合
併
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
協
議
を
行
い
ま

す
。
新
市
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る

「
新
市
の
建
設
計
画
」
の
作
成
や
、
合
併

の
方
式
、
新
市
の
名
称
、
各
種
事
務
事
業

の
取
扱
い
な
ど
を
協
議
す
る
場
で
す
。

●
小
委
員
会

合
併
協
議
会
の
付
託
に
よ
り
、
長
生
郡

市
７
市
町
村
の
合
併
に
関
す
る
協
議
、
市

町
村
建
設
計
画
な
ど
合
併
協
議
会
の
事
務

の
一
部
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
審
議
を
す

る
組
織
で
す
。

委
員
数
は
、
７
市
町
村
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

各
２
人
以
内
と
し
、
各
市
町
村
か
ら
同
じ

人
数
を
協
議
会
か
ら
選
任
し
ま
す
。
な
お
、

小
委
員
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
幹
事
会

７
市
町
村
の
企
画
・
財
政
・
総
務
の
各

担
当
部
課
長
及
び
広
域
市
町
村
圏
組
合
の

事
務
局
長
・
総
務
課
長
で
構
成
す
る
組
織

で
す
。
協
議
会
の
会
議
に
提
案
す
る
事
項

及
び
こ
れ
に
関
す
る
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
協
議
ま
た
は
調
整
を
す
る
協
議
会
の
下

部
組
織
で
す
。

●
専
門
部
会

７
市
町
村
な
ど
の
各
担
当
課
長
な
ど
を

委
員
と
す
る
13
専
門
部
会
で
構
成
し
、
分

科
会
の
と
り
ま
と
め
及
び
分
科
会
で
検
討

９
月
１
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
茂
原

市
役
所
市
民
室
に
て
、
第
１
回
長
生
郡
市

合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
に
委
嘱
状
の
交
付
後
、
合
併
協

議
会
設
置
ま
で
の
経
緯
、
会
長
及
び
副
会

長
、
職
務
代
理
者
の
指
名
、
幹
事
会
、
専

門
部
会
な
ど
の
規
程
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。協

議
事
項
と
し
て
、
会
議
運
営
規
程
、

傍
聴
規
程
、
小
委
員
会
規
程
、
事
業
計
画

お
よ
び
予
算
な
ど
が
協
議
さ
れ
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

本
村
か
ら
は
、
次
の
人
が
長
生
郡
市
合

併
協
議
会
の
委
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・
市
原
良
夫
（
長
生
村
長
）

・
東
間
永
次
（
長
生
村
議
会
議
長
）

・
小
泉
　
勝
（
長
生
村
合
併
問
題
調
査
特

別
委
員
会
委
員
長
）

・
細
谷
　
實
（
学
識
経
験
者
）

・
東
條
藤
夫
（
学
識
経
験
者
）

・
植
草
泰
子
（
学
識
経
験
者
）

な
お
、
第
１
回
の
会
議
で
は
、
委
員
か

ら
次
の
よ
う
な
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

・
こ
の
協
議
会
は
、
合
併
あ
り
き
で
進
め

て
ゆ
く
の
か
。

・
ゴ
ミ
袋
の
値
段
を
郡
部
に
合
わ
せ
る
と

言
っ
て
い
る
が
、
未
だ
に
統
一
さ
れ
て
い

な
い
。

・
合
併
協
議
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
を
見

る
と
17
年
３
月
ま
で
に
合
併
と
な
っ
て
い

る
が
、
合
併
あ
り
き
で
は
な
い
か
。

・
各
市
町
村
の
平
成
16
年
度
の
事
業
を
早
く

ま
と
め
、
か
け
込
み
事
業
は
さ
け
る
べ
き
。

・
合
併
問
題
に
関
し
、
茂
原
市
は
情
報
公

開
が
不
足
し
て
い
る
。

な
ど
の
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
以
降
の
協
議
会
で
は
合
併
の
方

式
、
合
併
の
期
日
、
新
市
の
名
称
、
各
種

事
務
事
業
の
取
り
扱
い
な
ど
が
順
次
提
案

さ
れ
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
議
論
が
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

第
１
回
長
生
郡
市

合
併
協
議
会
を
開
催

合
併
協
議
会
の

各
組
織
に
つ
い
て

第１回合併協議会での協議会委員7

合　併　協　議　会 小　委　員　会

幹　　事　　会事　　務　　局

し
た
各
分
野
の
協
議
事
項
の
調
整
な
ど
を

担
当
し
ま
す
。

●
分
科
会

７
市
町
村
の
各
担
当
職
員
で
構
成
す
る

組
織
で
す
。
事
務
事
業
の
現
況
調
査
を
実

施
し
、
事
務
の
一
元
化
の
調
査
、
協
議
及

び
調
整
案
な
ど
を
作
成
し
ま
す
。

●
事
務
局

７
市
町
村
の
10
人
の
専
従
及
び
臨
時
職

員
で
構
成
し
、
合
併
協
議
に
関
す
る
事
務

調
整
を
担
当
し
ま
す
。

防
災
・
交
通
分
科
会

電

算

分

科

会

人

事

分

科

会

総

務

分

科

会

管

財

分

科

会

税

務

分

科

会

保
健
衛
生
分
科
会

医
療
給
付
分
科
会

福

祉

分

科

会

広

域

分

科

会

ガ
ス
事
業
分
科
会

農
業
委
員
会
分
科
会

議

会

分

科

会

社
会
教
育
分
科
会

学
校
教
育
分
科
会

都
市
計
画
分
科
会

住

宅

分

科
会

建

設

分

科

会

下
水
道
分
科
会

商
工
・
観
光
分
科
会

水

産

分

科

会

林

業

分

科

会

農

業

分

科

会

環

境

分

科

会

住

民

分

科

会

広
報
・
広
聴
分
科
会

企

画

分

科

会

財

政

分

科

会

総

務

部

会

企

画

部

会

税

務

部

会

住

民

部

会

福

祉

部

会

産
業
経
済
部
会

下
水
道
部
会

広

域

部

会

教

育

部

会

建

設

部

会

議

会

部

会

農
業
委
員
会
部
会

公
営
企
業
部
会

専　　門　　部　　会

報　告指　示

指　示 提　案

付　託

報　告

指
　
示

報
　
告

長 生 郡 市 合 併 協 議 会 組 織 図

第第第第
２２２２
回回回回
長長長長
生生生生
郡郡郡郡
市市市市

合合合合
併併併併
協協協協
議議議議
会会会会
開開開開
催催催催

第
２
回
長
生
郡
市
合
併
協
議
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

10
月
10
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分

◇
と
こ
ろ

白
子
町
国
民
体
育
館

※
合
併
協
議
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
会
場
の
都
合
で
人
数

は
限
ら
れ
ま
す
。

第
２
回
会
議
で
は
、
傍
聴
席
を
１

０
０
席
用
意
い
た
し
ま
す
。
傍
聴
を

希
望
す
る
人
は
、
会
議
開
始
15
分
前

ま
で
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
長
生
郡
市
合
併
協
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
長
生
郡
市
合
併
協
議
会

（
25
）
７
５
８
８
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
個

人
予
防
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
行
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
人
も
、
説
明
書
を
よ
く
読
み
、

予
診
票
を
正
確
に
記
入
し
、
不
明
な
点

は
医
師
に
相
談
し
た
上
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
実
施
期
間

10
月
１
日
（
水
）
〜
12

月
31
日
（
水
）

◇
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
人
（
実
施

日
が
満
65
歳
の
人
で
誕
生
日
が
日
曜

日
や
祝
祭
日
の
場
合
は
翌
日
）
②
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
人
で
心
臓
、
じ
ん

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
、
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
障
害
を
有
す
る
人

◇
接
種
料
金

４
、
５
０
０
円
（
う
ち

自
己
負
担
１
、
０
０
０
円
）

◇
医
療
機
関

長
生
郡
市
の
医
療
機
関

◇
接
種
日
及
び
受
付
時
間

各
医
療
機

関
に
直
接
電
話
し
、
予
約
し
て
か
ら

行
な
っ
て
く
だ
さ
い

10
月
11
日
（
土
）
か
ら
17
日
（
金
）

ま
で
は
、
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
建
築

物
が
安
全
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

建
築
基
準
法
は
、
生
命
・
健
康
・
財

産
を
保
護
す
る
た
め
、
地
震
や
火
災
な

ど
に
対
す
る
安
全
性
に
関
す
る
基
準
を

定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準
は
、
建
築

物
を
建
て
る
場
合
に
は
必
ず
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
違
反
建
築
防
止
週
間
を
き
っ
か

け
に
、
あ
な
た
の
所
有
す
る
建
築
物
に

つ
い
て
、
法
令
に
適
合
し
て
い
る
か
ど

う
か
建
築
士
と
相
談
す
る
な
ど
点
検
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
週
間
に
は
一
斉
公
開
建

築
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

（
32
）
２
４
９
３

日
本
下
水
道
協
会
千
葉
県
支
部
は
、

平
成
15
年
度
の
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

◇
試
験
日

平
成
16
年
２
月
１
日
（
日
）

◇
試
験
会
場

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場

◇
受
験
資
格

修
学
歴
・
職
歴
に
よ
り

下
水
道
排
水
設
備
工
事
に
関
す
る
一

定
の
経
験
年
数
等
を
有
す
る
者

◇
申
込
用
紙
配
布
期
間

10
月
15
日（
水
）

〜
11
月
６
日
（
木
）

◇
申
込
用
紙
配
布
場
所

下
水
環
境
課

（
役
場
１
階
５
番
窓
口
）

◇
問
い
合
わ
せ

下
水
環
境
課

（
32
）
２
４
９
４

◇
申
込
受
付
期
間

11
月
５
日
（
水
）
・

６
日
（
木
）

※
両
日
以
外
の
受
け
付
け
が
で
き
ま
せ

長
生
都
市
計
画
区
域
の
「
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」

の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
次
の

と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
方
針
は
、
都
市
計
画
区
域
を
一

体
の
都
市
と
し
て
総
合
的
に
整
備
・
開

発
及
び
保
全
す
る
た
め
に
、
長
生
都
市

計
画
の
目
標
、
土
地
利
用
並
び
に
都
市

施
設
の
整
備
に
関
す
る
主
要
な
都
市
計

画
の
決
定
の
方
針
等
を
明
示
す
る
も
の

で
す
。

◇
都
市
計
画
の
案
の
種
類

都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の

方
針

◇
縦
覧
期
間

10
月
17
日
（
金
）
か
ら

31
日
（
金
）（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　

土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く
）

◇
縦
覧
場
所

長
生
村
都
市
計
画
課
お

よ
び
千
葉
県
都
市
部
都
市
政
策
課

◇
意
見
書
に
つ
い
て

○
提
出
期
限

10
月
31
日
（
金
）（
郵
送

の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

○
提
出
先

長
生
村
都
市
計
画
課
ま
た
は

千
葉
県
都
市
部
都
市
政
策
課

◇
長
生
村
都
市
計
画
課

〒
２
９
９-

４
３
９
４

長
生
村
本
郷
１
番
地
77

（
32
）
２
４
９
３

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種

違
法
建
築
の

防
止
週
間
で
す

技
術
者
試
験
を

実
施
し
ま
す

都
市
計
画
案
の

縦
覧
を
し
ま
す

◇
千
葉
県
都
市
部
都
市
政
策
課

〒
２
６
０-

８
６
６
７

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
番
１
号

０
４
３
（
２
２
３
）
３
３
７
５

◇
そ
の
他

65
歳
以
上
の
該
当
者
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
予
診
票
な
ど
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
届
い
て
い
な
い
人
は
保

健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

◇
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
　
健
康
指
導
係

（
32
）
６
８
０
０

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
受
付
場
所

下
水
環
境
課

◇
試
験
実
施
機
関

日
本
下
水
道
協
会

千
葉
県
支
部
事
務
局
（
千
葉
市
下
水

道
総
務
課
）

０
４
３
（
２
４
５
）
５
４
０
４

「県税の休日納税窓口」を長生支庁税務課で開設します。今月は26日（日）午前９時～午後５時
自動車税などの県税を取り扱います。問い合わせは長生支庁税務課　　　22 - 1 7 2 1
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特
別
永
住
者
（
朝
鮮
半
島
、
台
湾
出

身
者
、
帰
化
者
も
含
み
ま
す
）
で
、
旧

日
本
軍
の
軍
人
、
軍
属
な
ど
と
し
て
戦

死
さ
れ
た
人
や
、
死
亡
さ
れ
た
重
度
戦

傷
病
者
の
遺
族
に
弔
慰
金
が
、
重
度
戦

傷
病
者
に
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
人
は
お

早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
請
求
期
限

平
成
16
年
３
月
31
日

◇
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

（
32
）
２
１
１
２

総
務
省
弔
慰
金
等
支
給
業
務
室

03
（
３
５
３
９
）
７
８
３
１

住民税は退職した時
に払ったはずだが？

QQQQ ....私は、平成15年３月末
に会社を退職し、退職金か

ら住民税が天引きされまし

たが、平成15年６月に住民

税の納税通知書が送られて

きました。これはなぜでし

ょうか。

AAAA....住民税は、原則として前
年中の所得に対して、その

翌年に課税するいわゆる前

年課税主義となっています

が、退職者が受けた退職所

得については、その特例と

して他の所得と分離して所

得の発生した年に課税され

ます。したがって、退職手

当が支払われる際に退職所

得分に対する住民税が天引

きされ、その支払者（特別

徴収義務者）を通じて市町

村に納入されます。あなた

に送られてきた平成15年度

分の住民税は、退職所得以

外の所得、つまり、平成14

年中の給与所得に対する住

民税ということになります。

また、平成15年１月から

３月分までの給与所得に対

して、所得金額、所得控除

額などによっては、平成16

年度分の住民税として課税

されることがあります。

◇問い合わせ 税務課

32-2113

農
産
物
加
工
場
の
予
約
受
付
の
混
乱

を
避
け
る
た
め
に
、
10
月
14
日
（
火
）

か
ら
31
日
（
金
）
ま
で
の
平
日
に
、
利

用
申
し
込
み
を
産
業
課
窓
口
で
受
け
付

け
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。
希
望
日

が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
後

日
希
望
者
に
よ
る
抽
選
で
利
用
者
を
決

定
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
じ
菌
の
予
約
も
産
業
課

窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
１
月
中
は
長
生
村
生
活
改
善

研
究
会
の
研
修
期
間
の
た
め
、
一
般
の

人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
み
そ
づ
く
り
は
寒
仕
込
み
に
こ
だ
わ

ら
ず
に
５
月
〜
６
月
で
も
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

加
工
場
の
利
用
料
は
次
の
料
金
表
の

今
ま
で
現
役
で
働
い
て
い
た
人
が
、

豊
富
な
経
験
と
技
術
を
生
か
し
、
発
注

さ
れ
た
仕
事
を
行
う
公
共
的
組
織
と
し

て
「
長
生
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

が
、
こ
の
５
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
み

長
生
村
結
婚
相
談
所
で
は
、
カ
ラ
オ

ケ
会
場
で
の
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を

企
画
し
ま
し
た
。

あ
な
た
も
、
素
敵
な
出
会
い
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
　
き

11
月
16
日
（
日
）
午
前
11
時

（
10
時
40
分
受
付
開
始
）

◇
と
こ
ろ

シ
ダ
ッ
ク
ス
茂
原
ク
ラ
ブ

（
カ
ラ
オ
ケ
）

◇
募
集
人
員

25
歳
か
ら
35
歳
の
未
婚

の
男
女
各
10
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
）

◇
参
加
費

２
、
０
０
０
円

施設名 区 分 金額
団体（４人以上）

400円

加工場
１時間につき

個人
100円

１時間につき

発酵機 １回利用 1,000円

税に関するＱ＆Ａ 

特
別
永
住
者
の

み
な
さ
ん
へ

仕
事
を

募
集
中
で
す

加
工
場
の
利
用
予
約

受
付
を
は
じ
め
ま
す

ふ
れ
あ
い

パ
ー
テ
ィ
開
催

と
お
り
で
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

産
業
課

（
32
）
２
１
１
４

施設・機具使用料金表

※みそすり機は、無料です。

な
さ
ん
か
ら
の
仕
事
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
32
）
６
４
０
０

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
14
日
（
火
）
〜
11
月
10
日
（
月
）

ま
で
に
産
業
課
へ

（
32
）
２
１
１
４

※
詳
細
は
、
別
途
参
加
者
に
通
知
。
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

９
月
15
日
に
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
第
38
回
敬
老
の
日
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１

部
で
は
、
村
か
ら
老
人
福
祉
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
み
な
さ
ん
へ
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

第
２
部
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
芸
の
発
表
が
行
わ
れ
、
各
ク
ラ
ブ
が
日
ご
ろ
か
ら

練
習
を
重
ね
て
き
た
、
歌
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

と
て
も
元
気
な

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

高根東部のみなさんによる踊り「花から花へ」

村長から代表者に記念品が手渡されました

お
め
で
と
う結

婚
50
年

９
月
12
日
に
中
央
公
民
館
で
結
婚
50
周

年
記
念
祝
賀
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年

村
内
で
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、

35
組
の
み
な
さ
ん
で
す
。

式
で
は
市
原
村
長
が
「
長
生
村
と
同
じ

50
年
と
い
う
年
月
、
激
し
い
時
代
の
移
り

変
わ
り
の
時
期
を
二
人
で
と
も
に
乗
り
越

え
て
き
た
み
な
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
、
代
表
者
に
祝
詞

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

敬
老
の
日
式
典
で
表
彰
さ
れ
た

人
は
、
老
人
福
祉
活
動
を
行
い
福

祉
の
増
進
に
ご
尽
力
さ
れ
た
み
な

さ
ん
で
す
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

長
谷
川
梅
子
（
八
積
金
田
）

今
井
　
千
代
（
八
積
七
井
土
）

高
橋
　
　
勝
（
八
積
西
部
）

金
坂
　
久
江
（
八
積
岩
沼
）

高
山
　
悦
子
（
高
根
中
央
）

大
沼
　
玉
枝
（
高
根
宮
成
）

田
中
　
き
み
（
高
根
西
寿
）

田
中
　
裕
子
（
高
根
東
部
）

井
桁
　
た
け
（
一
松
中
瀬
）

引
地
　
一
枝
（
一
松
西
部
長
寿
会
）

木
藤
　
皖
子
（
一
松
驚
）

謝辞を述べる老人クラブ
連合会長の神谷良成さん

民謡「秋田大黒舞」を披露する一松驚のみなさん
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村長からキャラバン隊フラッグにリボンが付けられました

９
月
16
日
に
市
原
村
長
が
今
年
度
に
百

歳
を
迎
え
る
井
下
田
静
さ
ん
、
細
谷
な
つ

さ
ん
の
二
人
を
訪
問
し
、
長
寿
の
お
祝
い

品
を
贈
り
ま
し
た
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
元
気
で

長
生
き
し
て
下
さ
い
」
と
村
長
が
声
を
か

け
る
と
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

２
人
と
も
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
て

井下田静さん（水口）

９
月
４
日
に
交
通
安
全
全
国
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
に
よ
る
内
閣
官
房
長
官
メ
ッ
セ

ー
ジ
伝
達
式
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
原
村
長
は
じ
め
交
通
安
全
関
係
者

出
席
の
も
と
、
千
葉
県
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
会
長
菊
池
寿
江
さ
ん
か
ら
交

通
安
全
対
策
の
強
力
な
推
進
に
つ
い
て

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
活
動
は
８
月
21
日
か

ら
９
月
20
日
ま
で
全
国
を
く
ま
な
く
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
携
え
て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
大
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

９
月
６
日
に
長
生
中
学

校
、
９
月
13
日
は
高
根
小

学
校
で
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

両
校
と
も
夏
休
み
が
終

わ
っ
て
間
も
な
く
練
習
期

間
も
少
な
い
中
で
、
応
援

合
戦
な
ど
息
の
合
っ
た
と

こ
ろ
を
観
せ
て
く
れ
ま
し

た
。天

候
に
も
恵
ま
れ
大
変

盛
り
上
が
っ
た
運
動
会
と

な
り
ま
し
た
。

おんぶパンダ？（高根小）

団長、スカートですよ・・（長生中）

お
め
で
と
う
！

百
歳
、
百
歳

細谷なつさん（宮ノ台）

力を合わせて（高根小）
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健
診
と
予
防
接
種

▽
三
種
混
合

と
　
き
＝
10
月
７
日
（
火
）

28
日
（
火
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
三
歳
児
健
診

（
Ｈ
12
年
６
・
７
月
生
）

と
　
き
＝
10
月
８
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
成
人
歯
科
健
診

と
　
き
＝
10
月
16
日
（
木
）

17
日
（
金
）

今
月
の
健
康
相
談

▽
と
　
き

10
月
３
日
（
金
）

17
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
糖

検
査
・
尿
検
査
・
尿
中
塩
分
測

定
・
み
そ
汁
塩
分
測
定
・
保

健
指
導
・
栄
養
指
導
な
ど

※
３
日
は
運
動
指
導
も
行
い
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
歳
児
教
室

（
Ｈ
13
年
５
月
〜
８
月
生
）

ウォーキング後のクールダウンストレッチ（ウォーキング教室）

▽
と
　
き

10
月
23
日
（
木
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
45
分
〜
10
時

▽
内
　
容

歯
み
が
き
の
仕
方
と

親
子
遊
び
な
ど

※
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

20
日
（
月
）

▽
乳
児
健
診
（
Ｈ
14
年
10
月
・

Ｈ
15
年
３
月
・
６
月
生
）

と
　
き
＝
10
月
22
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

8月28日、八積保育所の年長園児46人を対象に

「ちびっこクッキング」を実施しました。きな粉と

すりごまの入ったクッキーを作り、出来上がったク

ッキーはお家に持ち帰って、家族みんなで食べても

らいました。

ご家庭ではお

子さんとクッ

キー作りの話

をされたでし

ょうか？

○今月は3人の推進員を紹介します。

下　村　　　 新　地　　　　市ヶ谷　

津谷　春美　　 鵜澤　年子　　矢内美實子

マ
マ
・
パ
パ
教
室

▽
と
　
き

10
月
10
日
（
金
）

18
日
（
土
）

24
日
（
金
）

▽
受
　
付

10
日
の
み
午
後
１
時

※今月のおしゃべり広場は１日、15日の午前９時～正午です。

15
分
〜
１
時
30
分

そ
れ
以
外
は
午
前
９

時
15
分
〜
９
時
30
分

▽
内
　
容

沐
浴
自
習
、
調
理
実

習
な
ど

※
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。
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保健師だより

健診結果健診結果を健康健康づくりにづくりに
役立役立てましょう！！

今月の担当は小高です

み
な
さ
ん
は
定
期
健
診
を
受

け
て
い
ま
す
か
？
そ
し
て
そ
の

健
診
結
果
を
役
立
て
て
い
ま
す

か
？

●
長
生
村
で
の
再
検
査
受
診
率

村
で
実
施
す
る
基
本
健
康
診

査
で
は
、
検
査
結
果
が
正
常
範

囲
を
外
れ
て
い
た
人
に
医
療
機

関
で
再
検
査
を
受
け
る
よ
う
勧

め
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
度
の

再
検
査
受
診
率
は
76
％
で
し
た
。

そ
の
中
で
も
治
療
が
必
要
な
人

は
30
％
近
く
い
ま
し
た
。

●
15
年
度
基
本
健
康
診
査
の
受

診
状
況

今
年
の
基
本
健
康
診
査
受
診

状
況
は
左
下
表
の
と
お
り
で
す
。

受
診
し
た
人
の
中
で
、
再
検
査

が
必
要
に
な
っ
た
人
は
、
全
体

の
約
50
％
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

健
診
を
受
け
る
人
の
中
に
は
、

検
査
結
果
に
異
常
が
み
ら
れ
て

も
痛
く
も
痒
く
も
な
い
し
、
今

日
明
日
ど
う
な
る
わ
け
で
も
な

い
と
放
置
す
る
人
が
い
ま
す
。

し
か
し
生
活
習
慣
病
は
静
か
に

進
行
す
る
た
め
、
気
付
い
た
時

に
は
手
遅
れ
と
い
う
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
で
少

し
で
も
か
ら
だ
の
異
常
が
み
つ

か
っ
た
ら
、
医
師
の
指
導
を
受

け
る
と
と
も
に
、
食
生
活
や
運

動
・
ス
ト
レ
ス
・
飲
酒
・
タ
バ

コ
な
ど
の
生
活
習
慣
を
改
善
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
回
「
異
常
な
し
」

と
言
わ
れ
て
す
っ
か
り
安
心
し

て
し
ま
い
、
無
謀
な
生
活
を
続

け
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
生
活
習
慣
病
は
老
化
を

土
台
に
発
症
し
て
く
る
病
気
で

す
。
元
気
な
時
か
ら
日
常
生
活

を
改
善
し
、
将
来
の
健
康
へ
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。

●
基
準
値
は
柔
軟
性
を
も
っ
て

と
ら
え
ま
し
ょ
う

検
査
の
基
準
値
は
、
一
般
に

健
康
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
人
々
の
年
齢
や
性
別
に
相
応

し
た
平
均
的
な
数
値
で
す
。
人

に
個
性
が
あ
る
よ
う
に
、
検
査

値
に
も
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
朝
と
晩
、
季
節
、
そ
の

日
の
体
調
、
心
の
状
態
な
ど
に

よ
っ
て
も
異
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
検
査
を
実
施
す

る
医
療
機
関
や
測
定
法
な
ど
に

よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
一
つ

一
つ
の
デ
ー
タ
の
変
化
に
一
喜

一
憂
す
る
こ
と
な
く
、
総
合
判

定
に
注
目
し
て
治
療
を
受
け
た

り
生
活
改
善
を
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

●
要
再
検
査
と
い
わ
れ
た
ら
迷

わ
ず
受
診
を

「
要
再
検
査
」
と
か
「
要
精

検
」
と
い
う
の
は
、「
疑
わ
し
い

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
も
う
一
度

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

こ
と
で
、
病
気
と
診
断
さ
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に

病
気
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
で
き

れ
ば
何
も
怖
が
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
後
は
い
か
に
生
活
習

慣
を
改
善
し
て
自
分
の
体
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
再
検
査
は
か

な
り
重
要
で
す
の
で
、
必
要
だ

と
言
わ
れ
た
場
合
に
は
必
ず
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
健
診
を
上
手
に
活
か
す

ま
と
め
と
し
て
、
以
下
の
点

に
気
を
つ
け
健
診
を
受
け
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

①
年
１
回
は

必
ず
健
診
を

受
け
る

②
再
検
査
と
言
わ
れ
た
ら
必
ず

受
診
す
る

③
病
気
で
通
院
中
の
人
も
、
先

生
の
指
示
で
検
査
を
き
ち
ん
と

受
け
る

④
健
診
の
結
果
は
保
存
し
て
お

く⑤
健
診
の
結
果
を
生
活
改
善
に

活
か
す

ま
た
、
生
活
習
慣
や
食
習
慣

な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
２
回
行
っ

て
い
る
健
康
相
談
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
日
程
は
右
ペ
ー
ジ
健

康
コ
ー
ナ
ー
参
照
。
月
１
回
は

運
動
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
）

平成15年度基本健康診査結果
受診者数

総合判定

※色のついた数字は、再検
査が必要となった人の数

申込者数　2,479人
（受診率　70.2％）

異常なし 242人

要指導（a） 213人

要指導（b） 401人
要 医 療 470人
治 療 中 380人

そ の 他 34人

合 計 1,740人

男 性 686人

女 性 1,054人

合 計 1,740人
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　

親

地
　
区

高
橋
　
美
葉

利
己
　
水
　
口

吉
野
　
瑠
夏

博
之
　
南
　
部

宮
内
　
優
輔

伸
典
　
小
　
橋

小
宮
山
莉
央

誠
二
　
七
井
土

鵜
澤
　
琉
夏

健
一
　
金
　
田

木
島
　
涼
夏

和
秀
　
　
驚

和
田
　
夏
実

光
太
郎

宮
ノ
台

森
　
　
愛
佳

喜
昭
　
小
泉
北
部

出
生
・
死
亡
（
８
月
受
付
）

ただ今夢中！（５）

今
月
は
稲
刈
り
真
最
中
の
宮
成

営
農
組
合
に
お
話
を
う
か
が
い
ま

し
た
。

「
今
年
は
天
候
が
不
順
で
し
た

の
で
米
の
出
来
具
合
を
と
て
も
心

配
し
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
１
割
く

ら
い
の
減
で
す
ね
」
と
組
合
長
の

阿
井
行
雄
さ
ん
。
約
35
ha
の
田
の

稲
を
刈
り
、
乾
燥
調
整
は
約
２
、

８
０
０
俵
、
最
近
多
い
米
の
品
種

は
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
全
体
の
８
割
く

ら
い
、
あ
と
は
ふ
さ
お
と
め
が
多

い
そ
う
で
す
。

宮
成
営
農
組
合
は
平
成
６
年
に

５
人
の
組
合
員
で
発
足
し
、
今
年

で
９
年
目
を
迎
え
、
協
力
員
と
し

て
10
人
が
加
入
し
作
業
を
し
て
い

ま
す
。
組
合
員
、
協
力
員
と
も
普

段
は
ほ
か
に
仕
事
を
持
っ
て
い
る
人

が
多
い
の
で
、
土
、
日
に
人
が
集
中

し
て
し
ま
い
平
日
は
な
か
な
か
人
が

集
ま
ら
な
い
の
が
悩
み
で
す
。

作
業
終
了
後
に
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
頻
繁
に
行
な
い
、
農
業
に
つ
い
て

真
剣
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
２
、
３
年
に
１
度
、
親
睦

を
か
ね
た
研
修
旅
行
な
ど
も
行
な
い

団
結
力
を
強
め
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
取
り
ま
く

環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
自

分
た
ち
で
努
力
、
創
意
工
夫
を
し
て

こ
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
行
き
た

い
」
と
力
強
く
話
す
組
合
長
。
こ
れ

か
ら
も
米
づ
く
り
を
は
じ
め
、
村
の

農
業
を
リ
ー
ド
し
て
行
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

宮成営農組合

長生村初！
ホールクロップサイレージ

９
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け

て
、
小
泉
北
部
転
作
組
合
（
古

山
進
組
合
長
）
に
よ
る
、
長
生

村
で
は
初
め
て
と
な
る
ホ
ー
ル

ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
（
稲
発

酵
租
飼
料
用
稲
）
の
収
穫
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
３
日
間
で
約

３
・
７
ha
を
刈
取
り
、
２
５
８

個
の
ロ
ー
ル
を
収
穫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ロ
ー
ル
は
高
さ
１
ｍ
、
直
径

１
ｍ
の
筒
型
で
重
さ
約
３
０
０

kg
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
ロ
ー
ル

は
約
１
カ
月
発
酵
さ
せ
、
そ
の

後
家
畜
の
飼
料
と
な
り
ま
す
。

現
在
は
、
白
い
ビ
ニ
ー
ル
に

包
ま
れ
て
、
南
部
自
治
会
の
高

山
昌
治
さ
ん
の
牛
舎
の
周
り
に

積
ま
れ
て
お
り
、
今
年
は
高
山

さ
ん
の
乳
牛
の
餌
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
す
。

稲
の
発
酵
し
た
よ
い
香
り
が

し
ま
す
よ
！
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
。

機械によって丸められます
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取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,401人(+3)

女　7,462人(+10)

計 14,863人(+13)

■世帯数

5,026戸(+14)

９月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

狩
野
　
ム
メ
　
91
歳
　
竜
宮
台

高
橋
　
松
末
　
95
歳
　
中
之
郷

小
倉
與
一
郎
　
67
歳
　
大
　
村

鹿
島
　
品
子
　
77
歳
　
市
ヶ
谷

古
山
　
利
夫
　
86
歳
　
小
泉
北
部

矢
部
　
嘉
作
　
74
歳
　
信
　
友

東
條
　
　
清
　
56
歳
　
高
根
新
屋
敷

大
田
タ
カ
ヨ
　
88
歳
　
市
ヶ
谷

宮
川
　
雪
枝
　
86
歳
　
大
　
村

鈴
木
　
辰
子
　
85
歳
　
南
　
部

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

突然ステージに

ヘッドスライディング！

敬老の日の演芸発表より。

「わらべ唄春夏秋冬」の冬をあ

らわす巨大な雪だるまです。

長生中体育祭での部活

動パレード、野球部のパ

フオーマンスお見事！！

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

わたしが、大きくなったらかんご師

になりたいです。それは、人にやさし

くまごころでせっしたいからです。体

のふじゆうな人を助けたいです。ナイ

チンゲ－ルみたいな人になりたいです。

佐瀬　保奈美さん

八　積　小

４　年

僕の夢は、気しょう予ほう士になっ

て、さくらの開花じょうほうなどを

色々な国の言葉に変えて世界中の人に

知ってもらいたいです。

これが僕の夢です。

佐藤　拓人くん

一　松　小

４　年



川

島

伸

広
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？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
長生村の中央公民館が落成されたのはいつ？

１、昭和47年　２、昭和28年　３、平成５年

◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ

うせいに対する意見を記入して応募してく

ださい。

◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７

長生村役場総務課広報広聴係

◇締め切り 10月15日

◇賞　品 抽選で３人に、図書券を差し上げ

ます。

◇先月の答え ３、尼ヶ台総合公園運動広場

◇当選者　糸日谷恵美さん、片岡香捺さん
渡辺智子さん

村の
歴史④

人人人人シリーズ

「
10
年
ほ
ど
前
に
転
勤
で
長

生
村
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

に
入
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
一
緒
の
こ
と
を
や
る
の

が
好
き
な
ん
で
す
よ
」
と
話
す

の
は
長
生
村
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
ブ
の
部
長
を
務
め
る
川
嶋
伸

広
さ
ん
（
信
友
）
で
す
。
以
前

は
神
奈
川
県
の
相
模
原
に
住
ん

で
い
て
、
そ
こ
で
勤
め
て
い
た

と
き
か
ら
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
お
も
し
ろ
さ
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
駆
け
引
き
に

あ
り
ま
す
。
緩
急
を
つ
け
て
相

手
を
揺
さ
ぶ
る
心
理
的
な
駆
け

引
き
、
そ
し
て
一
瞬
の
判
断
力
、

そ
こ
が
魅
力
で
す
ね
」
と
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
と
い
う
競
技
の
お
も

し
ろ
さ
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

現
在
ク
ラ
ブ
部
員
は
35
人
で

週
に
１
回
、
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
い
ろ
い
ろ
な
年
代
の

人
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

よ
。
高
校
生
も
４
人
い
ま
す
。

将
来
こ
の
中
か
ら
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
す
る
よ
う
な
選
手
が

出
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
そ

の
た
め
に
も
、
自
分
の
持
っ
て

い
る
技
術
を
き
ち
ん
と
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
ね
。
自
分
は
も

う
選
手
は
無
理
っ
ぽ
い
で
す
か

ら
」
と
、
笑
っ
て
話
し
ま
す
。

ま
た
川
嶋
さ
ん
は
、
信
友
消

防
団
で
部
長
を
務
め
て
い
ま

す
。「
引
っ
越
し
て
き
た
翌
年

に
入
団
し
ま
し
た
。
妻
が
婦
人

会
に
入
っ
て
い
て
そ
こ
で
こ
う

かわしま・のぶひろ 昭和36年5月6

日神奈川県海老名市生まれ。

平成3年に長生村に越してきて、そ

の年に長生村バドミントンクラブに

入部。平成10年より同クラブの部長

を務め現在6年目。

また、平成5年4月に信友消防団の

団員を拝命し、今年は部長を務め小

型ポンプ操法の部で県大会出場を果

たす。

達
成
感
が
あ
り
ま
す
ね

さ
ん

今
回
は
昭
和
47
年
か
ら
52
年

頃
の
歴
史
で
す
。

昭
和
47
年
４
月
、
長
年
の
念

願
で
あ
っ
た
中
央
公
民
館
が
旧

役
場
東
隣
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

近
隣
に
な
い
斬
新
な
公
民
館
と

評
判
で
、
村
の
文
化
活
動
は
こ

れ
を
機
に
よ
り
活
発
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
昭
和
48
年
に
は
、

高
根
小
学
校
に
新
校
舎
と
プ
ー

ル
が
完
成
。
創
立
１
０
０
周
年

記
念
事
業
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
一
松
小
学
校
で
は
、

昭
和
49
年
に
体
育
館
が
、
同
50

年
に
は
プ
ー
ル
が
完
成
。
八
積

小
学
校
で
は
昭
和
50
年
に
鉄
筋

３
階
建
て
の
校
舎
が
、
同
51
年

に
は
プ
ー
ル
が
完
成
し
、
村
内

全
校
の
教
育
施
設
が
次
々
に
整

備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
進
め
て
き

（
昭
和
47
年
〜
52
年
）

待
望
の
中
央
公
民
館

体
育
館
、
武
道
館
の
完
成

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
汗
を
流
し
ま
す

い
っ
た
大
会
の
後
な
ど
は
一
つ

に
な
っ
た
と
い
う
達
成
感
が
あ

り
ま
す
」
と
消
防
団
に
つ
い
て

も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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作ってみよう！

今月の
料理

講師の関野さん

きのことあさりのスパゲティきのことあさりのスパゲティ・・
ピクルスピクルス

☆きのことあさりのスパゲティ
●材　料
・スパゲティ・・・400ｇ ・白ワイン・・・・1/2Ｃ
・椎茸・・・・・・６枚　　　　　　　・固形スープ・・・１個
・しめじ・・・・・１パック　　　　　・塩・こしょう
・えのき茸・・・・１パック　　　　　・にんにく・・・・２片
・あさり・・・・・400ｇ ・赤唐辛子・・・・２本
・パセリ・・・・・２本　　　　　　　・オリーブ油・・・大３
●作り方
①椎茸は太目の千切り、しめじ、えのき茸は根元を切り子房に分け
る。アサリは砂抜きをしてよく洗う。
②にんにくは薄切り、赤唐辛子は種を取り輪切りにする。
③スパゲティは塩を入れたっぷりの湯で茹

ゆ

でる。
④中華鍋にオリーブ油と②を入れて火にかけ香りが出たら、あさり
を加えて炒める。
⑤あさりの殻が開いたら、きのこを加えて炒め、茹でたスパゲティ
も加え調味料Ａで味をつける。
⑥器に盛りパセリのみじん切りをふる。
☆ピクルス
●材　料
・カリフラワー・・・1/2個（正身250ｇ） ・水　２と1/２Ｃ
・玉ねぎ・・・・・・１個　　　　　　　　・酢　１Ｃ
・にんじん・・・・・２本　　　　　　　　・砂糖　50ｇ
・赤ピーマン・・・・１個　　　　　　　　・塩　大さじ２
・黄色ピーマン・・・１個　　　　　　　　・ローリエ　２枚
・きゅうり・・・・・２本　　　　　　　　・にんにく　１片

・サラダ油　1/3Ｃ
・黒こしょう

●作り方
①カリフラワーは子房に分け塩水につける。玉ねぎは根を切り離さ
ないように６個に切る。にんじんは皮をむき１㎝の輪切りにする。
きゅうりは３つに切る。ピーマンは種をとり縦６つ切りにする。
②①の水気をよくふきとり、ボールに入れる。Ｂを合わせ２分ほど
煮立てボールの中の野菜にかける。野菜が浮かないように皿をの
せ冷めるまでおく。
③保存容器に移し替え冷蔵庫に入れる。

い
っ
た
も
の
が
あ
る
ん
だ
け
れ

ど
と
い
う
ふ
う
に
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。
自
分
も
地
元
の
た
め
に

何
か
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

た
か
ら
で
す
」
と
消
防
団
に
入

っ
た
理
由
に
つ
い
て
話
し
ま

す
。信

友
消
防
団
は
今
年
で
５
年

連
続
消
防
操
法
の
郡
大
会
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。「
自
分
が

部
長
を
や
っ
て
い
る
と
き
に
県

大
会
に
い
け
て
よ
か
っ
た
で

す
。
以
前
に
も
部
長
を
や
っ
た

こ
と
は
あ
る
ん
で
す
が
、
初
め

て
部
長
を
や
っ
た
と
き
に
そ
れ

ま
で
ず
っ
と
３
位
入
賞
を
し
て

い
た
の
に
、
４
位
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
な
ん
と
な
く
気
ま
ず

か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
奮

起
し
て
翌
年
は
県
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た

し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
」

と
、
話
し
ま
す
。

「
以
前
に
住
ん
で
い
た
と
こ

ろ
で
は
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が

無
か
っ
た
の
で
ち
ょ
っ
と
違
和

感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
入
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
ね
。
み
ん
な
で

一
緒
に
な
っ
て
何
か
を
す
る
と

い
う
の
が
好
き
な
の
で
、
こ
う

た
学
校
施
設
の
拡
充
整
備
か
ら

社
会
教
育
体
育
施
設
の
充
実
へ

の
施
設
転
換
の
成
果
と
し
て
、

昭
和
52
年
村
体
育
館
、
武
道
館

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
本
村
の
土
地
基
盤

整
備
事
業
は
完
了
の
時
を
迎
え
、

昭
和
50
年
に
高
根
地
区
が
５
６

０
ha
、
昭
和
52
年
に
は
八
積
地

区
が
３
９
０
ha
の
耕
地
整
備
が

で
き
あ
が
り
、
こ
れ
は
県
内
で

最
も
早
い
も
の
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

同
52
年
に
は
村
の
国
保
診
療

所
も
開
設
し
ま
し
た
。

世
間
で
は
、
パ
ン
ダ
ブ
ー
ム
、

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
経
済
の
混
乱
、
戦
後
の
好
景

気
か
ら
一
息
着
い
た
時
代
で
も

あ
り
ま
し
た
。

中央公民館落成（昭和47年）

Ａ

Ｂ
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中中中中央央央央公公公公民民民民館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

６
日
と
20
日

の
第
１
、
第
３

月
曜
日
は
、
体

育
館
・
武
道

館
・
弓
道
場
・

薮
塚
球
技
場

は
、
休
館
（
休

場
）
で
す
。

※
12
日
（
日
）

は
、
村
民
体
育

祭
の
た
め
休
館

と
し
ま
す
。

体育施
設の休

館日

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

◇
開
設
日

４
日
（
土
）
・

11
日
（
土
）
・
25
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

２
階
相
談
室

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

（
32
）
４
０
６
７

体 の設施育 休
館

日

庭
教
育

相
談

家家庭教
育相談

第
44
回
長
生
村
民
体
育
祭
を
、
10

月
12
日
（
日
）
に
尼
ケ
台
総
合
公
園

運
動
広
場
で
行
い
ま
す
。

村
内
を
６
チ
ー
ム
（
高
根
南
・
高

根
北
・
一
松
南
・
一
松
北
・
八
積

南
・
八
積
北
）
に
分
け
て
の
対
抗
戦

で
す
。
保
育
所
園
児
の
遊
戯
、
小
学

生
、
中
学
生
の
種
目
の
ほ
か
、
今
年

は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
50
周

年
記
念
種
目
「
○
×
ク
イ
ズ
」
と
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
13
日
（
体

育
の
日
）
に
順
延
と
な
り
ま
す
。

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
乗
り
合

わ
せ
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

周
年
記
念
の

村
民
体
育
祭

55550000
民
テ
ニ
ス
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

村村村村
村
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部
主
催
に
よ

る
村
民
テ
ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
で
も
楽
し
く
試
合
が
で
き
ま

す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と
　
き

10
月
19
日
（
日
）

◇
と
こ
ろ

尼
ケ
台
公
園
テ
ニ
ス
場

村
で
は
、「
美
し
い
村
、
花
と
緑
で

安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
村
」
を
テ
ー

マ
に
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
進
め
て

い
ま
す
。
家
庭
や
職
場
、
地
区
内
を

花
で
飾
り
、
美
し
い
潤
い
の
あ
る
村

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

今
年
も
村
で
は
「
秋
の
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
さ
れ

た
人
に
は
、
花
の
苗
を
配
付
い
た
し

ま
す
。
配
付
日
程
に
つ
い
て
は
、
後

日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◇
部
　
門

花
壇
の
部
　
プ
ラ
ン
タ

ー
の
部

◇
対
　
象

村
内
各
種
団
体
、
個
人

◇
種
　
類

パ
ン
ジ
ー
・
葉
ぼ
た
ん
・

ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
・
ダ
ス
テ
ィ
ミ
ラ
ー

◇
申
し
込
み

文
化
会
館
内
生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

◇
締
め
切
り

10
月
13
日
（
月
）

※
花
の
苗
は
大
勢
の
人
の
目
に
ふ
れ

る
場
所
で
育
て
て
く
だ
さ
い
。

の
花
い
っ
ぱ
い

運
動
参
加
者
募
集

秋秋秋秋

10
月
は
、
相
模
湖
石
老
山
の
予
定

で
し
た
が
、
コ
ー
ス
が
荒
れ
て
い
る

た
め
に
葛
西
臨
海
公
園
並
び
に
水
族

館
の
近
辺
に
変
更
し
ま
し
た
。
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
後
、
帰
り
に
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
千
葉
工
場
を
見
学
し
て
、
出
来

た
て
の
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー
ス
を
賞
味

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
雨
決
行

◇
と
　
き

10
月
19
日
（
日
）
午
前

８
時
20
分
、
八
積
駅
発
各
駅
停
車

千
葉
行
き
乗
車
　
茂
原
駅
で
の
乗

車
は
午
前
８
時
25
分
と
な
り
ま
す
。

（
茂
原
駅
、
八
積
駅
ど
ち
ら
か
ら

乗
車
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

◇
コ
ー
ス

茂
原

→
京
葉
線
蘇
我

→

葛
西
臨
海
公
園
駅→
公
園→

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
工
場→
南
船
橋

→

蘇
我→

茂
原

◇
対
　
象

村
民

◇
参
加
費

会
員
以
外
２
０
０
円

（
保
険
代
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
場
合
は
保
険
の
補
償

の
範
囲
内
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

生
歩
こ
う
会

10
月
の
例
会

長長長長

◇
持
ち
物

お
弁
当
・
雨
具
・
保
険
証

◇
問
い
合
わ
せ

岩
永
　
　
　
　
（
32
）
５
８
３
０

◇
定
　
員

男
女
と
も
20
人
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

黒
崎
　
　
　
　
（
32
）
６
７
１
１
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九
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

酔
芙
蓉
酔
ひ
た
る
の
ち
は
風
ま
か
せ

井
上
　
道
子

酔
芙
蓉
は
段
々
と
紅
く
色
が
変
わ
っ
て
く
る
。
同
じ
木
に
違
う

色
の
花
が
と
て
も
不
思
議
で
す
。
人
も
酔
え
ば
風
ま
か
せ
か
も
。

憶
き
日
の
祭
を
偲
ぶ
釣
が
崎

井
下
田
き
よ

私
も
米
寿
の
山
を
越
し
て
し
ま
っ
た
。
昔
主
人
が
つ
れ
て
い
っ

て
く
れ
た
一
宮
の
祭
、
今
も
せ
つ
な
く
甘
く
私
の
胸
に
残
る
。

青
刈
リ
の
稲
の
葉
先
に
雨
滂
沱

石
川
和
歌
子

減
反
に
よ
る
稲
の
青
刈
り
、
降
り
続
く
雨
に
稲
が
泣
い
て
い
る

様
で
し
た
。
農
家
に
と
っ
て
忍
び
難
い
情
景
を
目
の
当
り
に
し
て

の
作
。

郵
便
の
膨
れ
て
届
く
炎
天
下

植
草
　
泰
子

炎
天
下
に
配
達
さ
れ
た
封
書
が
膨
ら
ん
で
見
え
る
の
は
、
暑
さ

の
た
め
で
し
ょ
う
か
。

涼
し
さ
を
つ
れ
て
老
舗
の
お
品
書
き

市
原
　
正
子

老
舗
の
お
菓
子
、
涼
し
そ
う
な
彩
、
お
品
書
き
が
添
え
て
あ
り

ま
し
た
。
美
し
い
彩
の
美
味
し
そ
う
な
お
菓
子
。

蜩
や
喜
寿
を
こ
と
祝ほ

ぐ
子
等
の
声

中
村
　
英
子

何
時
の
間
に
か
喜
寿
と
な
り
家
族
の
祝
福
に
戸
惑
い
も
、
折
し

も
か
な
か
な
と
な
く
蜩
の
声
に
一
抹
の
侘
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

化
祭
・

産
業
ま
つ
り
の
開
催

文文文文
演
会
を開

催
し
ま
す

講講講講
茂
原
市
役
所
玄
関
前
の
「
つ
つ
じ

の
乙
女
」
や
茂
原
日
立
脇
の
日
進
橋

「
春
雷
」
の
ブ
ロ
ン
ズ
作
品
で
有
名
な

土
橋
先
生
の
講
演
会
で
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。

◇
と
　
き

10
月
24
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

◇
内
　
容

奈
良
の
大
仏
と
日
本
人

の
信
仰
、
文
化
に
つ
い
て

◇
講
　
師

土
橋
　
慶
光
先
生
（
日

展
会
友
　
入
選
19
回
）

◇
定
　
員

80
人
（
当
日
の
先
着
順
）

◇
受
講
料

無
料

◇
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

（
32
）
３
７
７
０

11
月
２
日
（
日
）、
３
日
（
文
化
の

日
）
に
長
生
村
50
周
年
記
念
と
し
て

「
第
36
回
長
生
村
民
文
化
祭
」「
第
17

回
長
生
村
産
業
ま
つ
り
」
を
文
化
会

館
・
中
央
公
民
館
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
し
ま
す
。

文
化
祭
で
は
盆
栽
・
菊
花
・
手

芸
・
書
道
・
写
真
・
絵
画
な
ど
労
作

の
展
示
、
公
民
館
教
室
・
ク
ラ
ブ
の

日
ご
ろ
の
活
動
成
果
の
発
表
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

産
業
ま
つ
り
で
は
野
菜
な
ど
の
即

売
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
大
抽
選
会
、

も
ち
な
ど
の
無
償
配
布
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
「
広
報
ち
ょ
う
せ
い
」

11
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ま
た
今
年
は
、
か
か
し
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
す
。

※
つ
ど
い
の
部
（
演
芸
な
ど
）
は
、

11
月
２
日
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

公民館ホールの展示コーナー（昨年の文化祭より）
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文化会館・公民館の休館日 

文文文文化化化化会会会会館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

文化会館　　32ｰ5100

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

映
画
と
講
演
会

心心心心
長
生
中
学
校
の
校
内
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
・
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

10
月
29
日
（
水
）

開
　
場
　
午
前
８
時
30
分

開
　
演
　
午
前
８
時
45
分

◇
入
場
料

無
料

◇
主
　
催

長
生
中
学
校

◇
問
い
合
わ
せ
　
長
生
中
学
校

（
32
）
２
１
０
１

学
校
の
校
内
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
・
文
化
祭

中中中中 ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

○
「
秋
の
星
座
」

○
「
３
・
２
・
１
・
０
！
出
発
進
行

ぼ
く
ら
の
宇
宙
旅
行
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
」

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
・
・
・
無
料

中
学
生
・
・
・
・
・
・
１
０
０
円

大
　
人
・
・
・
・
・
・
２
０
０
円

◇
上
映
時
間

７カ月乳児健診時に赤ちゃんと

一緒に手遊びをしたり、絵本を読

む手伝いをしてくれる人を募集し

ます。子育て経験のない人・男性

でも大丈夫です。

◇活動日 毎月１回平日に実施

（時間帯など詳細は後日通知い

たします）

◇ところ 保健センター

◇募集人数 20人

◇年　齢 18歳以上

◇締め切り 10月10日（金）

◇申し込み・問い合わせ
文化会館　　　　　　32-5100

精
神
障
害
を
抱
え
る
２
人
の
少
年

の
生
活
を
描
い
た
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
「
エ
イ
ブ
ル
」
と
講
演
会

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
〜
ゆ
た
か
な

暮
ら
し
へ
〜
」

◇
と
　
き

10
月
５
日
（
日
）

開
　
場
　
午
後
零
時
30
分

開
　
演
　
午
後
１
時

◇
入
場
料

５
０
０
円

平
成
15
年
度
の
合
同
七
五
三
祝
い

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◇
と
　
き

11
月
15
日
（
土
）
午
前

９
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
ホ
ー
ル

◇
対
象
者

平
成
９
年
４
月
２
日
〜

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
詳
細
は
関
係
者
に
通
知
し
ま
す
。

同
七
五
三
祝
を

行
い
ま
す

合合合合

赤ちゃん読み聞かせ
ボランティア募集

昨年の七五三祝いの様子

◇
主
　
催

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
日
本
・
千
葉

◇
問
い
合
わ
せ

０
４
３
（
２
９
６
）
８
８
１
６
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
霧の夜の戦慄　　　　　　　　　　　　　赤川　次郎

似非エルサレム記　　　　　　　　　　　浅暮　三文

４ＴＥＥＮ　　　　　　　　　　　　　　石田　衣良

Ｓｅｐａｒａｔｉｏｎ　　　　　　　　市川　たくじ

午後の蜜箱　　　　　　　　　　　　　　稲葉　真弓

とるにたらないものもの　　　　　　　　江國　香織

世界の中心で、愛をさけぶ　　　　　　　片山　恭一

煤煙　　　　　　　　　　　　　　　　　北方　謙三

黒い悪魔　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　賢一

太平洋の薔薇（上・下） 笹本　稜平

疾走　　　　　　　　　　　　　　　　　重松　　清

透明人間の納屋　　　　　　　　　　　　島田　荘司

草にすわる　　　　　　　　　　　　　　白石　一文

ＧＭＯ（上・下） 服部　真澄

２ｄａｙｓ　４ｇｉｒｌｓ　　　　　　　村上　　龍

星々の舟　　　　　　　　　　　　　　　村山　由佳

クライマーズ・ハイ　　　　　　　　　　横山　秀夫

デッドエンドの思い出 よしもと　ばなな

変
化
の
激
し
い
現
代
に
生

き
る
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日

何
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
な
が

ら
、
成
長
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
子
ど
も
の
さ
ま
ざ

ま
な
心
理
的
な
側
面
を
優
し

く
解
説
し
た
入
門
テ
キ
ス
ト
。

と
く
に
こ
こ
ろ
の
問
題
、
心

理
臨
床
に
つ
い
て
く
わ
し
く

記
述
。

子
ど
も
の
こ
こ
ろ

桜
井
　
茂
男
他
著

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
登

場
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の

完
成
へ
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

で
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
約
１

６
０
０
年
の
文
明
興
亡
の
中

に
、
知
ら
れ
ざ
る
「
交
流
」

と
「
融
合
」
の
歴
史
を
探
る
。

２
巻
で
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
仏

教
を
取
り
上
げ
る
。

すばなしや絵本の読み聞かせなど、

親子で楽しめるおはなし会を行います。

秋にちなんだお話をしますので、ぜひ

来てください。

◇と　き 10月26日（日）午後２時30

分から約30分間

◇ところ 文化会館和室

◇対　象 ４歳くらいから小学生までの

子どもと保護者

◇定　員 40人（先着順）

◇申し込み 当日30分前より和室で受

け付け。事前申込みはいりません。

◇問い合わせ 文化会館

32-5100

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
新しい国をつくる　　　　　　　　　　　吉田　俊弘

蹴りたい背中　　　　　　　　　　　　　綿矢　りさ

隠された証言―日航123便墜落事故― 藤田　日出男

ルポ軍事基地と闘う住民たち

ー日本・海外の現場からー　　　　　　　琉球新報社

ＮＨＫ中学生・高校生の

生活と意識調査　　　　　　　　ＮＨＫ放送文化研究所

はちみつ　わっ、おいしいレシピ 主婦と生活社

はじめての和装本　　　　　　　　　　　府川　次男

がらくたとあそぶ　　　　　　　　　　　菅原　道彦

サークル・オブ・マジック

ー邪悪の彫像　王様の劇場―　　　　デブラ・ドイル

サークル・オブ・マジック

ーブレスランドの平和―　　　　　　デブラ・ドイル

はじめての大相撲　　　　　　　　　　　小野　幸恵

身近な道具と機械の図鑑

―もののしくみと原理がひと目でわかるー 川村　康文

親子でたのしむストロー工作　　　　　　有木　昭久

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
文
明
の
道
２

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
仏
教

秋のおはなし会を開催します
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総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

知っていますか
公証週間

パソコン教室を
開講します

学校の情報教育設備を活用した

開放講座を実施します。

◇と　き 11月10日（月）～11月

14日（金）５日間　午後６時～

９時

◇ところ 県立一宮商業高校第一

パソコン室

◇対　象 20歳以上の初心者の人

◇内　容 ワープロ、表計算、イ

ンターネットなど

◇定　員 30人

◇費　用 1,000円（テキスト・

ＦＤ代）

◇申し込み方法 10月10日（金）

～20日（月）に往復はがきの往

信の裏面には、氏名、住所、電

話、性別、年齢、職業、復信の

表面には住所、氏名を記入し、

申し込む（20日必着）

10月１日から７日の公証週間に

あわせて、次のとおり相談所を開

きます。（事前予約制です）

◇と　き 10月４日（土）午前

10時～午後４時

◇ところ 茂原公証役場

◇相談員 茂原公証役場公証人

◇相談内容 公正証書による遺言

書、土地・建物の賃貸借、お金

の貸し借り、子供の養育費の支

払いなど契約書の作成方法など

◇申し込み・問い合わせ
茂原公証役場　　　　22-5959

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

腎臓病を
考える会

今月は
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の納付月です

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

10・５
長島医院 大塚内科 鎗田整形外科
42ｰ8800 23ｰ6121 24ｰ8686

10・12
よねもと整形外科 鵜澤外科内科 茂原機能クリニック
40ｰ1065 34ｰ2496 25ｰ7755

10・13
長生八積医院 にしざわ内科 長生病院
32ｰ3282 20ｰ3777 34ｰ2121

10・19
津谷クリニック 鵜沢医院 森川病院
32ｰ5645 34ｰ2008 25ｰ2510

10・26
内山医院 大曽根マタニティ 菅原病院
42ｰ2062 22ｰ2561 25ｰ1171

11・２
睦沢診療所 清水三郎医院 高田整形外科医院
44ｰ2236 25ｰ0776 22ｰ0111

第16回腎臓病を考える会の講演

会と医療相談会を開催いたしま

す。腎臓病・糖尿病・移植に関心

のある人ならばどなたでも参加で

きます。

◇と　き 10月26日（日） 午後

１時～４時

◇ところ ぱるるプラザ千葉

◇内　容 講演会　第16回　腎臓

病を考える会　①「透析と腎臓

病」講師　千葉社会病院　循環

器内科部長　河野行儀氏②「生

活習慣病の予防」講師　千葉大

学大学院教授　斎藤　康氏③医

療相談会・患者の体験談

◇参加費 無料

◇問い合わせ 千葉県腎臓病患者

連絡協議会

043-256-4661

FAX 043-285-4730

◇申し込み・問い合わせ
〒299-4301 一宮町一宮3287

千葉県立一宮商業高校

地域開放講座係

42-4520

FAX 42-7418
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お知ら
せ 

リサイクルフェア
長生を開催

第16回「リサイクルフェア2003」

を、次のとおり開催します。

◇と　き 10月26日（日）午前

９時30分～正午（雨天の場合は

11月９日（日））

◇ところ 長生郡市広域市町村圏

組合長生クリーンパーク（茂原

市下永吉2101）

◇内　容 ①リサイクルフリーマ

ーケット②アニメ・環境映写会

③資源ごみ回収

◇問い合わせ 長生郡市広域市町村

圏組合　環境衛生課

23-4944

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 10月20日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 10月19日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 10月20日（月）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 10月17日（金）午後１時～午後４時（要予約） 長　生　支　庁　　　25ｰ7830

◎行政相談 10月20日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、長生支庁での
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から長生支庁においてそれぞれ電話で受け付けします。

もの忘れで
困っていませんか

精神障害を抱える
人の家族へ

精神保健福祉業務の一環とし

て、精神障害を抱える人の家族を

対象に次のとおり家族教室を開催

します。

◇と　き 10月８日（水）午後２時

人権相談、行政相談、心配ごと相談は原則として予約制です。（当日も受け付けします）

千葉県立長生養護学校では次の

とおり文化祭「長養祭」を開催し

ます。

◇と　き 10月25日（土）午前

９時30分～午後２時15分

◇ところ 千葉県立長生養護学校

◇内　容 遊びの広場、ゲーム、

各作業班による催し物、作業作

品の展示・頒布

◇問い合わせ 県立長生養護学校　

42-2470

長養祭を
開催します

交通事故の後遺症や脳疾患など

によって、もの忘れで困っている

人を対象に、機器を使った対処法

の一般公開講座を開きます。ご本

人、ご家族、リハビリ関係者など

の参加を歓迎します。

◇と　き 10月４日（土） 午後

１時～４時15分

◇ところ 千葉県労災病院　看護

学校講堂

◇内　容 講演、関連団体の活動

紹介、質疑応答など

◇参加費 無料

◇主　催 千葉県労災病院　リハ

ビリテーション科

◇定　員 先着順で200人、予約

希望者は10月２日（木）までに

はがきかＦＡＸで申し込む

◇申し込み 〒290-0003 千葉

県市原市辰己台東２-16

千葉労災病院　リハビリ科

FAX 0436-74-1151

～３時30分

◇ところ 長生合同庁舎　３階第

３、４会議室

◇内　容 講演「家族のための心

理教育」 講師　国立精神・神

経センター　精神保健研究所

土屋　徹氏

◇対　象 精神障害を抱える人の

家族

◇問い合わせ 茂原保健所疾病対

策課　　　　　　　　22-5167



「広報ちょうせい」は今月

号で300号になります。この記

念すべき紙面を担当できたこ

とを、うれしく思います。

今後とも愛される広報を目

指してがんばりたいと思いま

す。 （い）

自然保護のポスタ
ーです。星空の描き
方と草原の遠近感を
工夫しました。

長生中
（３年生）

子どもの国で遊ん
でいるところをかき
ました。池がうまく
かけました。

八積小
（１年生）

高仲沙
さ

也
や

花
か
さん
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一人歩きの練習中、楽器遊びに

夢中です。おばあちゃんが大好き

な千里ちゃんです。

平成14年10月18日生
父・金綱　弘、母・治子さん

千
ち

里ちゃん（金田）

9カ月でハイハイができました。

お兄ちゃんとよく遊びます。電車

やミニカーで遊ぶことが大好きで

す。

平成14年10月27日生
父・荻野　恭夫、母・圭子さん

拓 人
と

ちゃん（高根新屋敷）

）

ショウガ科の常緑多年草。
山地に生え、高さ40～60センチ。
赤い斑のある白花が集まって咲き、葉は長
楕円形で、互生する。

種子を漢方で伊
い

豆
ず

縮砂と呼び、健胃薬にする。
（撮影地　宮ノ台）

花みょうが

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

杉本　彩 さん

通学路がひまわ
り畑だったらと空
想の絵をかきまし
た。ひまわりのバ
ランスをとるのが
難しかった。

高根小
（６年生）

内山杏南
な
さん

この広報は再生紙を使用しています。


